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‘98年北川復元計画にいよいよ着手！ 

■かっばの会は今年も楽しく頑張ります。 
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義
な
か
っ
ば
の
会
で
あ
り
ま
す
。
ゲ
ス

ト
に
は
わ
た
り
べ
ふ
み
、
ク
レ
イ
ジ
ー

清
水
な
ど
の
ブ
ル
ー
ス
バ
ン
ド
も
参

加
。
歌
あ
り
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
あ
り

の
楽
し
い
会
で
し
た
。

ーふ〃

月
十
七
日
　
（
土
）
　
に
は
引
き
続
き
、

っ
ぱ
事
務
所
で
い
ろ
り
を
囲
ん
で
の

さ
る
十
二
月
十
三
日
　
（
土
）
、
か
っ

ば
の
会
主
催
の
年
忘
れ
Ⅹ
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
が
東
村
山
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
大
勢
の
仲
間
が
集
ま
り
、
活
況

を
呈
し
ま
し
た
。

十
一
月
の
事
務
所
開
き
の
パ
ー
テ
ィ

が
百
名
近
く
で
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
、

今
年
は
中
止
し
て
も
と
い
う
声
が
あ
が

り
ま
し
た
が
、
あ
え
て
強
行
突
破
。
律

新
年
会
。
ラ
イ
ト
ニ
ン
大
内
ら
を
呼
ん

で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
9
8
年
度
の
か
っ

ば
の
会
の
力
強
く
楽
し
い
指
針
も
提
起

さ
れ
、
最
後
は
全
員
総
立
ち
の
踊
り
？

水
と
緑
の
市
民
懇
談
会

新
年
会

市
民
と
行
政
が
対
等
の
立
場
で
こ
の

東
村
山
の
水
と
緑
の
問
題
を
考
え
て
い

こ
う
と
発
足
し
た
　
「
水
と
緑
の
市
民
懇

談
会
」
　
も
早
2
年
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た

テ
ン
ポ
な
が
ら
　
「
せ
せ
ら
ぎ
と
緑
道
計

画
」
　
に
参
画
し
た
り
、
川
問
題
の
学
習

会
な
ど
を
企
画
。
確
実
に
活
動
の
幅

を
広
げ
つ
つ
あ
る
。

さ
る
l
月
8
日
は
、
市
民
怨
に
参
加

す
る
人
々
が
行
政
も
交
え
約
2
0
名
が

集
ま
り
新
年
会
を
も
っ
た
。

今
年
の
抱
負
と
し
て
市
内
の
三
河
川
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
同
日
に
実
施
す
る
こ

と
や
、
文
化
祭
に
共
同
で
参
加
す
る
、

東
村
山
の
環
境
派
大
集
合
と
い
う
つ
く

り
に
し
た
い
な
ど
、
大
い
に
盛
り
あ
が

り
懇
親
を
深
め
た
。

せ
せ
ら
ぎ
と
緑
の
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

今
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
経

緯
を
経
て
、
い
よ
い
よ
図
乗
が
描
か
れ

ま
し
た
。
プ
ラ
ン
が
次
第
に
具
体
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
皆
が
求
め
る
姿
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
か
が
問
題
で
す
。

参
加
者
に
も
迷
い
が
あ
る
の
が
現
状

で
、
環
境
、
生
活
、
安
全
面
等
か
ら
良

い
も
の
が
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
も
ま

だ
あ
り
ま
す
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
思

l
、
つ
き
や
部
金
口
を
寄
せ
集
め
た
だ
け
で



柳
瀬
川
流
域
川
づ
く
り
懇
談
会

多
庸
湖
・
狭
山
湖
と
源
流
探
索

冬
晴
れ
の
1
月
2
4
日
　
（
土
）
、
柳

瀬
川
流
域
川
づ
く
り
市
民
懇
談
会
の
企

画
で
、
多
摩
湖
・
狭
山
湖
と
周
辺
の
自

然
探
索
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
貯
水
池
事
務
所
を
訪
問
し
、
都

職
員
の
方
に
多
摩
湖
・
狭
山
湖
の
成
り

立
ち
や
仕
組
み
、
堰
堤
の
耐
震
工
事
の

内
容
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

気
に
な
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
阪
神

大
震
災
ク
ラ
ス
級
で
も
今
の
堰
堤
は
壊

れ
な
い
が
沈
下
す
る
た
め
、
補
強
工
事

す
る
と
の
こ
と
で
す
。
現
堤
防
に
土
を

盛
る
と
い
う
内
容
で
す
。
工
事
中
は
水

を
全
て
抜
か
ず
に
、
あ
る
程
度
水
面
を

残
し
、
水
鳥
等
に
配
慮
す
る
と
の
こ

と
。
現
在
、
狭
山
湖
の
仮
設
工
事
が
始

ま
っ
て
お
り
、
工
事
期
間
は
3
年
間
。

そ
の
後
、
多
摩
湖
に
移
る
と
い
う
こ
と

です。工
事
詳
細
は
委
員
会
で
検
討
中
ら
し

い
の
で
す
が
、
か
っ
ば
の
会
は
今
後
も

情
報
収
集
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
　
「
湖
か
ら
北
川
や
柳
瀬

川
に
少
し
は
水
を
流
し
て
ほ
し
い
」
等

の
質
問
が
出
ま
し
た
。

昼
食
後
、
東
大
和
市
の
狭
山
緑
地
で

市
民
に
よ
る
雑
木
林
の
萌
芽
更
新
の
楽

し
い
作
業
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

最
後
は
北
山
公
園
と
北
川
の
現
状
を

見
学
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て

る
た
め
に
は
、
今
後
も
課
題
が
沢
山
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
っ
て
ほ
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
将

来
的
に
本
当
に
良
い
空
間
を
残
す
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
1

年
か
け
て
設
計
、
2
年
目
か
ら
区
間
を

分
け
施
工
に
入
る
予
定
で
、
そ
の
都
度

評
価
・
修
正
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
整

備
を
目
指
す
そ
う
で
す
。
　
※
聞
合
せ

／
市
み
ど
り
と
公
園
課
旭
①
㌻
筆
こ

お
す
ず
め
の
一
曲

『
ラ
イ
ト
ニ
ン
・
ス
ト
ラ
イ
ク
ス
』

ラ
イ
ト
ニ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ス

（
P
ヴ
ア
イ
ン
P
C
D
I
5
2
5
1
）

ブ
ル
ー
ス
界
巨
人
の
超
名
盤
。
バ
ン

ド
ス
タ
イ
ル
の
1
曲
目
が
最
高
の
味
わ

い
。
間
奏
の
ギ
タ
ー
ソ
ロ
が
グ
ッ
ド
。

全
曲
ダ
ー
デ
イ
な
魅
力
一
杯
の
ボ
ー
カ

ル
が
う
な
る
。
ブ
ル
ー
ス
入
門
用
C
D

の
一
枚
と
し
て
特
選
。

（
小
6
0
滴
担
）



水
と
緑
の
市
民
懇
散
会
企
画
録
川
を
知
る
”
掌
晋
講
座
予
告

東
村
山
市
・
水
と
緑
の
市
民
懇
談
会

で
は
、
2
／
7
　
（
土
）
　
に
「
川
を
知
る
」

学
習
会
の
4
回
目
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
建
設
省
の
坂
本
氏
　
（
前
京
浜

工
事
事
務
所
河
川
環
境
課
長
）
　
を
醗
師

に
お
招
き
し
ま
す
。
従
来
の
治
水
一
辺

倒
か
ら
、
自
然
と
共
生
す
る
川
づ
く
り

に
大
き
く
転
換
し
た
建
設
省
の
方
針
に

っ

い

て

お

話

し

頂

き

ま

す

。

　

　

　

　

　

　

ダ

　

ー

実
際
に
氏
は
市
民
と
の
対
話
を
通

し
、
川
の
自
然
を
保
全
・
復
元
し
て
き

た
経
験
が
豊
富
で
す
。
北
川
の
復
元
を

市
民
参
加
で
進
め
る
ヒ
ン
ト
も
見
つ
か

る
の
で
は
？
　
皆
さ
ん
ご
参
加
を
。

●
内
容
／
河
川
行
政
と
市
民
の
連
携
を

探
る
　
●
講
師
／
坂
本
和
雄
氏
（
建
設

省
）
　
●
日
時
／
2
月
7
日
　
（
土
）
　
2

時
～
4
時
半
　
●
場
所
／
東
村
山
市
ふ

る
さ
と
歴
史
館
　
●
問
合
せ
／
市
み
ど

り
と
公
園
課
・
根
建
旭
湯
－
蜜
こ

水
と
緑
の
市
民
懇
散
会
。
定
例
会
の
お
知
ら
せ

自
然
保
護
団
体
な
ど
の
市
民
と
東
村

山
市
で
作
っ
た
　
「
水
と
緑
の
市
民
懇
談

会
」
　
は
、
約
一
年
半
の
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
毎
月
第
一
木
曜
日
に
定
例
会

を
開
き
、
水
と
緑
に
関
す
る
情
報
、
意

見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
活
動
も
始
ま
り
、
昨
年
6
月

か
ら
川
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
会
も
始

ま
り
、
計
3
回
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
担
当
以
外
の
部
署
か
ら
も
市
職

員
が
出
席
し
、
話
を
し
て
も
ら
う
機
会

も
持
て
、
一
歩
い
っ
ぽ
充
実
し
っ
つ
あ

り
ま
す
。
自
然
環
境
に
関
心
の
あ
る
方

の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。
次
回
は
2
月

5
日
　
（
木
）
夜
1
時
半
～
場
所
／
市
西

庁
舎
1
階
会
議
室

間
合
／
市
み
ど
り
と
公
園
課
浅
－
中
二
」

お
す
す
め
の
店
「
と
き
」

な
ん
た
っ
て
旨
く
て
安
い
。
飲
み
屋

さ
ん
は
こ
れ
が
イ
チ
バ
ン
。
い
ざ
の
い

い
魚
料
理
中
心
で
刺
身
、
天
ぷ
ら
、
揚

げ
物
、
煮
物
と
メ
ニ
ュ
ー
の
多
き
に
驚

く
。
店
主
自
ら
市
場
で
買
出
し
。
固
定

フ
ァ
ン
多
く
、
北
川
の
川
掃
除
に
は
宿

酔
い
で
も
参
加
す
る
元
気
印
の
主
。
東

村
山
駅
郵
便
局
通
り
魔
切
枝
。
日
時
～

0
時
（
土
曜
は
8
2
時
迄
）
日
曜
定
休

℡
（
0
4
2
3
）
9
5
－
4
4
6
9



北
川
復
元
プ
ラ
ン
検
討
会
予
告

北
川
か
っ
ば
の
会
で
は
発
足
以
来
、

北
川
の
自
然
の
保
全
と
復
元
を
類

い
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

た。
川
そ
う
じ
ゃ
学
習
会
、
川
遊
び
等
を

通
じ
北
川
に
つ
い
て
学
び
、
沢
山
の
人

と
意
見
交
換
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

行
政
と
の
連
携
も
模
索
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
得

た
情
報
や
経
験
を
も
と
に
、
復
元
プ
ラ

ン
案
の
作
成
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
方
の
意

見
・
提
案
を
取
り
入
れ
よ
う
と
　
「
北
川

復
元
プ
ラ
ン
検
討
会
」
　
を
実
施
し
ま

す
。
会
員
各
位
の
皆
さ
ん
万
障
お
繰
り

合
わ
せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。

●
日
時
／
3
月
8
日
　
（
日
）
　
2
時
～
4

時
半
　
●
場
所
／
廻
田
公
民
館

●
問
合
せ
　
三
島
旭
①
T
裳
裁

※
急
告
－
・
復
元
プ
ラ
ン
関
係
者
皆
さ
ん

前
々
号
で
　
「
本
気
で
や
ろ
う
－
・
北
川

復
元
プ
ラ
ン
」
と
掛
け
声
を
か
け
ま
し

た
が
、
プ
ラ
ン
案
の
作
成
は
こ
れ
か
ら

が
正
念
場
。
そ
こ
で
、
締
め
切
り
を
決

め
頑
張
っ
て
い
き
ま
せ
う
。
何
と
か
3

／
8
　
（
日
）
　
の
検
尉
会
ま
で
に
タ
タ
キ

台
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
ま
に

は
ま
じ
め
に
や
ら
ね
は
・
…
‥

新
春
か
っ
ぱ
放
散
会

河
童
A
　
去
年
は
勝
手
ツ
の
越
野
有
難

う
よ
。
お
前
ん
と
こ
も
リ
ス
ト
ラ
で

大
変
だ
っ
て
の
に
無
理
す
ん
な
ヨ
。

河
宜
B
　
な
ー
に
、
モ
ツ
ぐ
ら
い
ま
か

し
と
い
て
く
れ
よ
。
そ
う
い
う
お
前

だ
っ
て
省
内
ガ
タ
ガ
タ
で
上
は
し
ょ

っ
ぴ
か
れ
る
し
チ
エ
へ
ン
だ
よ
な
。

河
童
A
　
い
や
い
や
俺
達
、
下
々
の
河

童
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
無
関
係
だ

よ
。
し
か
し
あ
い
つ
ら
は
い
つ
も
接

待
づ
け
で
、
牛
肉
の
霜
ブ
リ
な
ん
か

食
っ
て
い
る
か
ら
堕
落
す
ん
だ
よ
。

河
童
は
モ
ツ
食
っ
て
り
ゃ
い
い
ん
だ

よ
。
糖
尿
病
も
な
ら
な
い
し
ナ
。

河
童
B
　
と
こ
ろ
で
あ
の
「
か
っ
ば
の

会
」
が
な
ん
で
も
今
年
は
張
り
切
っ

て
る
み
た
い
だ
な
。
俺
達
が
か
つ
て

棲
ん
で
い
た
北
川
を
い
よ
い
よ
復
元

す
る
計
画
に
着
手
す
る
そ
う
だ
ゾ
。

河
童
A
　
あ
の
お
祭
り
好
き
の
連
中
か

い
。
大
丈
夫
か
ね
え
。
し
か
し
お
前

P
6
へ
続
く



へ

。漂鱒の

前
回
は
水
当
た
り
の
弱
い
場
所
（
水
基

部
）
に
土
手
を
復
元
す
る
提
案
を
し
ま
し

た
が
、
他
の
場
所
で
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護

岸
を
改
め
、
植
物
の
あ
る
川
岸
を
取
り
戻

す
方
法
は
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
北
山
公
園
内
で
川
が
直
線
の

区
間
で
は
、
川
岸
を
や
や
緩
や
か
な
傾
斜

に
し
植
物
を
繁
茂
さ
せ
れ
ば
、
植
物
の
力

で
洪
水
に
対
抗
で
き
る
は
ず
で
す
。
実
際

に
北
山
小
学
校
脇
の
土
手
が
長
く
保
た

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
み
て
下
さ

そ
れ
で
も
洪
水
で
川
岸
が
え
ぐ
れ
る

心
配
が
あ
れ
ば
、
蛇
籠
（
※
）
等
を
設
置

し
た
上
に
土
を
被
せ
れ
ば
安
心
で
す
。
範

の
中
の
石
の
代
わ
り
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

廃
材
を
使
え
ば
リ
サ
イ
ク
ル
に
な
り
ま

す。※
蛇
籠
／
円
筒
形
の
鉄
網
カ
ゴ
の
中
に

石
を
詰
め
た
も
の

ま
た
水
当
た
り
が
強
い
場
所
　
（
水
衝

都
）
で
、
背
後
の
土
地
に
余
裕
が
な
い
部

分
で
も
方
法
は
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
川
岸

に
杭
と
丸
太
を
組
ん
だ
丸
太
格
子
護
岸

に
低
木
の
ヤ
ナ
ギ
を
挿
し
木
す
れ
ば
、
丸

太
と
ヤ
ナ
ギ
の
力
で
洪
水
の
力
に
対
抗

で
き
ま
す
。
四
角
形
の
蛇
鎚
に
ヤ
ナ
ギ
を

挿
し
木
し
て
も
同
様
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
工
夫
す
れ
ば
、
北
山
公

園
内
の
北
川
に
植
物
の
あ
る
川
岸
が
連

ね
て
復
元
で
き
ま
す
。

驚
塞
詰
講
読
塞

復
元
と
か
、
着
手
と
か
賎
し
い
官
業

を
よ
く
知
っ
て
る
ネ
。

河
童
B
“
多
自
然
型
工
法
に
よ
る
川

づ
く
り
”
な
ん
て
の
だ
っ
て
あ
る
。

河
童
A
　
な
ん
だ
ソ
レ
？

河
童
B
　
ヨ
ー
ス
ル
に
、
昔
の
土
の
土

手
が
あ
っ
た
ろ
。
俺
連
が
よ
く
昼
寝

し
た
場
所
。
革
も
は
え
て
た
し
魚
も

よ
く
遊
ん
で
た
だ
ろ
う
、
「
か
っ
ば

は
、
あ
ん
な
川
に
し
よ
う
て
ん
だ
。

河
童
A
　
そ
、
そ
れ
は
い
い
コ
ン
セ
プ

ト
じ
ゃ
ね
え
か
。

河童B・・・・・・

㊤
お
す
ず
め
の
川
・
那
珂
川

コ
ブ
ナ
釣
り
し
か
の
川
も
今
や
風
前

の
灯
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ま
だ
わ

ず
か
に
は
残
る
名
川
。
今
回
は
栃
木
の

那
珂
川
。
那
須
山
系
か
ら
流
れ
、
水
戸

で
太
平
洋
に
そ
そ
ぎ
こ
む
。
サ
ケ
が
遡

上
す
る
南
限
の
川
で
、
ア
ユ
釣
り
の
メ

ッ
カ
。
ミ
ニ
四
万
十
川
と
も
呼
ば
れ
、

カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
の
天
国
で
も
あ
る
。
中

流
域
は
コ
ン
ク
リ
轄
厚
も
少
な
く
良
。



IO LI V E＆、BAR

告　JukeJoint

最高の音楽とうまい酒であふれ
ているゲキ安ブルース飲屋です。

ぜひ遊びに来て下さい。

Open／830pm off／土（ライブ日Open）

寂び日・税目　ピール湾00　大ナマ薄00

）串ン鷺00－勅テル￥600－7－ド￥300～

♪2月・3月のライフスケジュール）

2／7（土）博多スペシャル！今夜は

楽しか－。（－J・Jも久方振りのLI
VE、今年初ライフだあ！）著し200

染維晃一（b vo）from博多

TAD三浦（g）他
2／27（金）フルースセッション

（参加自由　参加費翰00＋肋の
3／14（土）最強の義（g）兄弟が

東村山にやって来る。堂上500
”縁遠B ro si’ェ井オイプラ卑ス？

アルバート寄木（g．vo）＆TAD

三浦（8．vo）

3／27（金）ブルースセッション

（参加自由　参加賛鴇00十回の）

J・Jでは掲載以外にも、地元バン
ド等々不定期にLIVEの開催と、パ
ーティ等のご予約も行なっております

詳しくはお店まで直接お問い合わせく
さい。
＊．r・J℡0423－94－4548／西武新清線

東村山駅西口下車ハス通り徒歩3分左

春
一
番
コ
ン
サ
ー
ト

古
楽
器
の
調
べ

「
奏
鳴
曲
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
の
風
」

日
時
∵
3
月
2
1
日
（
土
）
　
1
3
時
3
0
分
開

場
　
1
4
時
開
演

場
所
‥
東
村
山
か
っ
ば
亭

出
演
‥
雲
水
E
n
s
の
碧
b
｝
O
 
f
O
r
 
g
〕
y
…

s
i
O
（
リ
コ
ー
ダ
ー
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

バ

ロ

ッ

ク

・

パ

ス

ー

ン

、

ハ

ー

プ

シ

コ

ー
ド
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

ガ
ロ
企
画
②

曲
目
∵
ウ
ィ
パ
ル
テ
ィ
の
ト
リ
オ
ソ
ナ

タ
　
ト
短
調
他
テ
レ
マ
ン
、
テ
ー
マ
、

フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
な
ど
。

参
加
費
‥
1
5
0
0
円
（
ヮ
イ
ン
付
）

中
学
生
以
下
8
0
0
円
＊
完
全
予
約
制

問
合
せ
・
申
込
み
先
‥
0
4
2
3
－
9
1

－
2
3
6
5
（
1
8
時
－
2
1
時
）
ガ
ロ
企

画
　
三
島
苑
ま
で
お
早
め
に
ど
う
ぞ

か
っ
ぱ
0
Å
化
カ
ン
パ
の
御
礼

1
0
月
の
か
っ
は
事
務
所
（
か
っ
は
亭
）

オ
ー
プ
ン
に
引
き
続
き
、
念
敬
の
パ
ソ

コ
ン
が
新
年
よ
り
導
入
さ
れ
、
い
よ
い

よ
本
格
的
に
立
ち
上
が
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
皆
様
よ
り
の
カ
ン
パ
総
額
も

2
5
万
円
近
く
に
な
り
（
l
l
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
4
3
0
0
0
円
含
む

大
助
か
り
で
す
。
こ
の
棚
を
利
用
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



狭山丘陵の泉質、トトロの故郷
北山公田一語の織の保全と、その

繭を漁れるかつての水かきの生息

地北川の活況復活という、ふたつ
の大きな夢をもって作られた　r北

川か引接の会」も会員数がとうと
う160台を数えるにいたりました．

自然、遊びが大好きで、趣旨に

織同、活動に参加できる方（参加
入退会自由）を広く暮禦いたしま

す。のんびり、楽しく、かつ、ま

じめ～こ？！がモットーの会です。i

気抜にご連絡してみて下さい。

㊤金銅上年間3，000円。「かっは

通信」（隔月刊）と、可愛らしい
かっは金成鉦をお送りします。

●問合せ・申込先：〒189東村山
高野口町3－11－8　三島方　北川か

っはの会　℡0423－91－2365

●会費振込先；上記へ現金藩留。

または郵便振檎　00120－6寸04476

（加入者名　地目かっばの会）

e会員更新手説きのお願い

皆さんの責重な会費、カンパが
活動のみなもと．更噺時期を迎え

た方には別紙振込用紙を同封いた

しましたので、今年もよろしくご

協力の税、お報い申し上げます．

●淵の森の下草刈り

日時／2月8日（日）9－12時

場所／淵の森（新秋津駅徒歩3分）

特物／カマ、植木バサミ、軍手等

主催／淵の森保全連絡協議会

間合／安田　亀0429－44－2633

●ビデオで見る環境問題学習会

内容／オゾン層破壊について

日時／2月13日7時半～9時半

場所／東村山中央公民館

主催／東村山まちづくり交流サロン

間合／小倉　也0423－97－1100

●沖縄を知るつどい

内容／沖縄について考えるシンポ

日時／3月14日（土）

場所・主催／東大和市中央公民館

間合／旭042－564－2451

●新入会員の紹介

星野毅、岳、原さん（野口町）
岩本晶、郁子、篤、謙、万里、
さん（諏訪町）、増田泰重さん
恩多町）岡山泰史さん（北区）
用範子さん（諏訪町）

★カンパいただきました。深謝
と工川助さん、石原都子さん、岩本

晶さん、姜麻樹さん。

●編集後記

残雪に数粒の大豆、今回の雪は多
くいまだに日陰の雪はその姿をと
どめている、少しづっ浄化されな

がら地下水となり、春の小川へと

溢れ出ず水の旅、ああ、着通し。

、
純
（
市


